
図1　標本化で得られた離散時間信号から元の信号を復元する方法
LPFの遮断周波数をナイキスト周波数に選べば，理論的には元のアナログ信号を完全に復元できる．LPFの代わりにBPF（バンドパス
･フィルタ）を使えば，アンダー ･サンプリングを行っても，元のアナログ信号を復元できる
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標本化定理に従ってナイキス
ト周波数以下に帯域制限され
ているものとする

離散時間信号

　SDRのプログラムを作るためには，アナログ信
号である放送波の信号をディジタル信号に変換する
必要があります．また，SDRの中で行う中心的な
処理の1つがディジタル・フィルタです．
　第2回目はアナログ信号のディジタル化とディジ
タル・フィルタについて解説します．

アナログ信号のディジタル化

　アナログ信号をディジタル信号に変換する場合は，
次の2段階の処理で行います．最初は一定の時間間隔
で標本化（サンプリング）という処理を行い，アナログ
信号を離散時間信号に変換します．この時間間隔は，
標本化周期または標本化間隔と呼ばれます．
　次にA−Dコンバータによりアナログ量をディジタ
ル量に変換します．その結果，ディジタル信号が得ら
れます．プログラムで処理を行うのは，このディジタ
ル信号になります．

● 標本化定理に従って標本化周波数を決定する
　標本化する際に気を付けなければならないのが，標
本化定理です．通常はこの定理に従って標本化周波数
を決めます．標本化周波数とは1秒間に標本化するデ
ータ数のことです．1秒間に10,000個のデータを標本
化する場合，その標本化周波数は10kHzになります．
　標本化定理によると，標本化周波数は次の条件で決

めればよいことが知られています．
▶標本化周波数の決め方
　標本化しようとするアナログ信号は「帯域制限」さ
れているものとします．帯域制限とは，信号に含まれ
る周波数成分に対応する周波数がある範囲に収まって
いるということです．その範囲の上限の周波数をfH
とすると，標本化周波数FS は，次式の条件を満足し
なければなりません．
　FS ≧2fH   （1）

　この条件でアナログ信号を標本化すれば，理論的に
は標本化された離散時間信号から，元のアナログ信号
を完全に復元できます．離散時間信号から元のアナロ
グ信号を復元するには，通常は図1に示すように行い
ます．
　なお，標本化と関連する用語として「ナイキスト周
波数」があります（コラム1参照）．
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